
男爵記念館農機類標本台帳

一般名称: 　CARRIAGE、乗用四輪馬車 現地の通称:

資料種別: 製品-実物 製品-レプリカ 製品-模型 製品図面 写真等 図書掲載 その他

資料種類:
人力用具

畜力用具

原動機具

トラクタ具

手押式

乗用式

牽引式

定置式

耕耘用

施肥播種

管理用

収穫用

調製用

施設類

機素

その他

管理プレートNo.

台帳No. 　D005

製作者・会社:

製造年_購入年,標本収集年

製造市・国名

使用目

的･使用

方法等

Chariotは、エジプト時代の戦闘用二輪馬車の形式、Coachは、屋根付大型四輪馬車、Carriageは、汎用の乗用馬車を

指して古い歴史があるが、良好なスプリングができてようやく18世紀に世界に広まった。Coachは、15世紀に英エリ

ザベス女王が乗回したのが始まりとされる。日本には、明治維新に開拓使顧問ケプロンが持込んだのが最初のようで

あり、天皇が官園に来て試乗したという。その後の高級なCoachは、成田空港前の旧御料牧場記念館に数台が展示さ

れるし、今も宮内庁と御料牧場が継続利用している。標本のような木製Carriageは、川田男爵のように高貴な人の乗

物であったのであろう。

仕様書_

解説等

右に

全体図

仕様未調査

全体図　1：2014年の展示

　　　　2：1985年の展示

関連図　1：同上、後部写真

　　　　2-3：Carriageの図

　　　Rural America a Century agoより
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関連図等

利用経過

収集記録

意義等

資料管理

経過

統一分類記号

作業メモ

追記文

相手先番号等

資料追記

事項

台帳管理番号 　D005 農業機械学会北海道支部「農機DB作成委員会編


